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岡山県、島根県の限ら 図1.日本産オニヒョウタンボクの分布状況

(環境庁レッドデータブックを参照した上作成)れた地域に飛び飛びに

分布している(図 1)環境庁 2000)のレッドデータブックによると、それ

ぞれ絶滅危倶種 1一Ⅱ類 VU に指定されるか、または現状不明と記された

島根県内では、オニヒョウタンボクは準絶滅危倶種と認定され、実際に隠岐諸

島にしか分布していない(島根県レッドデータブック、 1997

オニヒョウタンボクの樹

オニヒョウタンボクの形態

オニヒョウタンポクは 2~

3mの落葉低木、樹皮は紙状に

剥げ落ち、枝や葉には軟毛とj泉

毛がある葉のサイズや形には

変化があるが、通常倒卵形一楕

円形で約 5 × 9 Cm 、葉柄は

短く、約 1 15Cmである。葉

般から 1 ~ 2Cmの花柄が伸び、

先に 2 個の花を付ける(図 2、

3)花冠は2唇形で、上唇は

浅い 4裂、下唇は 1枚反り返し

て咲き、癒着した花筒の下部が
図2
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袋状の距になる(図4) 4~6月に花が咲き、始めは白色で後に淡黄色になる

6~8月に実り、赤く熟する

2個の花は葉柄の先に並んで咲く図3 オニヒョウタンボクの蓄矢印は葉柄に 図4

矢印は花冠の袋状の距を示す腺毛を示す

液果の二つは下半部が合着して、瓢箪(ひょうたん)型になる(図5)和

名を「ヒョウタンボク」で名付けされているスィカズラ属の木本の種類が十

数種ある(ヒョウタンボク、ダイゼンヒョウタンボク、オオヒヨウタンボク、

ウスバヒョウタンボ

ク、アラケヒヨウタン

れらポク. 、^

の種類は果実の下部を

合着する共通の特徴を

持っているしかし、

1対の果実は同様に成 CA B

長・発育するものもあ
図5. A.瓢箪; B.オニヒョウタンボクの果実; C.オオヒョウタンボクの果実

れぱ時に亜鈴型、図

5C)、片方の実が大きく成るが、もう片方の実が大きく成らず瓢箪型になるも

のもある(図 5B)

オニヒョウタンボクの場合は同

じ1本の樹に多数のものは瓢箪型

であるが稀に2個同大に成長した

ものもある(図6)しかし真中

に狭縮の亜鈴型にならないようで

ある。オニヒョウタンボクの花の

雌しべ(子房、脛珠・種の部屋)

と果実の解剖観察により、子房は

実ってぃる樹図6
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三心皮からなる三室である。果

実まで発育する過程で、通常 2

室が押しつぶされて、最後に 1

室だけが発達し、 1 ~ 2 個の種

子が形成される(図 7)

オニヒョウタンボクの起源の謎

ーー隠岐諸島は絶滅危恨種の避 0.5mm

難所であろうか 図7 オニヒョウタンボクの果実横切 1,2の室が押しっぶされて、
3の室だけが発達し、1個の種子が形成される

オニヒヨウタンボクの細胞学

的観察分析を行ったところ(佐々

木、林、 2009;林、佐々木、 2011、根端分裂組織細胞の染色体数は 2n=54で

あることが日本国内で初めて確認、された。スィカズラ科スィカズラ属仏伽ルera)

の染色体基本数はX =9であり、 2n=54のオニヒョウタンボクは六倍体(6×)

であることと推定されたなお、オニヒョウタンポクのような低木の近縁種(ア

ジア産)のうち、二倍体 2×、 2n=18)のほか、四倍体( 4×、 2n = 36)は

ベニバナヒヨウタンボクι. max/h?OW'ノヒZh'(Rupr. EX Ma幻m. Rupr. EX. Maxim.]

のみ報告されているスイカズラ属において、六倍体以上の高倍委女性は非常に

稀であり、世界中にヨーロッハ原産のし、 penヒhymeumgaの一例しか報告されて

いない六倍体(6×)とはつまり遺伝子ゲノムが6 セットを持ってぃること

である.図 8 に示している推定図のように六倍体の起源は二倍体(2×)と四

倍体(4×)の親種の交雑によって、三倍体雑種を生じ、その不稔の雑種三倍

体(3×)が細胞内のゲノムを倍加して六倍体(6×)と言う倍数体になる。す

なわちオニヒヨウタンポク(6×)の起源に関わる二倍体(2×)と四倍体(4

X)の親種が存在するはずであるしかし、隠、岐諸島では、二倍体のキンギン

ボク(ι伽ecera m0だOWガ且.6ray 以外のオニヒョウタンボクの木本の近縁種は

知られていない。六倍体のオニヒョウタンボクの起源は未だに不明である

後の島内での詳細な調査が必要と思われる
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隠、岐諸島は、ユーラシア大陸の縁辺であった時代から、島根半島と陸続きに

なった喝オ弌を経て、約 1万年前に現在のような航島となったことについて、隠

岐ジオパークに関する隠岐諸島の成り立ちと地質調査が詳細になされたので、

では篇章を費やしないことにする。、^、^

ところで、朝゛羊半島にも分布する大陸性のオニヒョウタンポクは隠岐が1推鳥

になる前に、近縁種の多数いる大陸または日本列島(本島)において、既に六

倍体までに進化・種分化したのかもしれない。氷河期の気候変動により、オ ^

ヒョウタンポクの親種、多数の近縁種が絶滅してしまい、オニヒョウタンボク

は隠岐を含む非常に限られた場所に生き残って来ており、隠岐諸島はその寒冷

氷河期に大陸または本島の絶滅危倶種の避難所のーつであると考えられる。

方、隠岐産のオニヒョウタンポクは隠、岐が雜島になってからの隠、岐諸島で島峻

の隔離的進化によって、独自に六倍体に種分化した可能性もあり得る。六倍体

の起源に鬨子する親種(近縁糎りが未発見なのか,絶滅したのかは現在不明で

ある。これまでに、 H本を含むアジア産のスイカズラ属植物の染色体数につい

ては、オニヒョウタンボク以外に、六作i体の報告例がなかった。日本産のオニ

ヒョウタンボクの近縁種の細明包遺伝学f1り情報がまだ不十分であるので、オ ニ、

ヒョウタンボクの倍・数性起源の謎、種分化機構を明らかにするため、日本国内、

他の地域に分布する集団の倍数性、近縁種とその類緑関係についての比較調査

研究は今後の課題である。
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隠岐産のオニヒョウタンポクは絶滅危愼種?

筆者は島根県植物多様性.、絶滅危佳岼重とその生態環境保全、資源植物の有効

利j・Hのため、県内の植物種の生物多お仁性研究を数年前から進めている(林他、

2010)。島根県植物多様性について、既存の情報資料,を収集整理、フィールド

調査を行ったところ、島根県内の絶滅危倶種の約24%の種類は隠、岐諸島に生

忘、している(島根県レッドデータブック 1997参照)ことが浮き彫りになった。

しかし、隠、岐諸島の生物多ぢル性についてまだ解っていないことが多く、個々の

生恵、地の生態環境、生物学的基礎情報が不十分なので、適切な保全・保護の方

策を立てることは困難である。拙文に紹介したオニヒョウタンボクは一例に過

ぎないが、分布状況不明、既存の情判劫ゞ極めて少ない状況下で、研ヲモ調査を推

進することは非常に困難であった。幸いに私の前任の枚村喜則先生、島根県立

博物館の井上雅仁博士が提供した採集情報と島根大学隠岐臨海実.験所の大津浩

三教授のご協力を頂くことができ、隠岐の島前の焼火山と島後の大満寺、銚子

ダム付近、横尾山など数力所の野外調査を遂行した。各調査サイドに数個体

から十数個体、結実していたことも確1忍され(図 6)、生育地において繁殖活

動が行われていることが推定され、岩場のある雑木林の中、横尾山、大満寺山



(標高約60om)の麓、また河川に隣商妾する雑木林の環境に点在、生育してぃる

ことが明らかに成った。 2007年10月の調査では(佐々木、林、 2009)、河川に

隣接する場所に生育していた個体は、同年隠、岐での 8河の豪雨により洪水の被

害に遭っていた。そのため高さ1.7mほどまでの葉や果実が落ちてぃる個体が

みられ、 6月に耐薪忍した個体の一部は株ごと流されて消失していた。また他の

照葉樹が生育していない標高が高い場所や、岩場に生育してぃる個体の周りに

は、苗木の更新などが見られなかった。各生鳥、地の個体数は 1 ~10数株と少

なく、自然的にも繁殖・生育が脅かされており、個体数が減少してぃると考え

られる。一方、去年と今年の調査によると、 20俳年にあった島前の焼火山の株

が見当たらなくなっており、島後の数力所は工事'現場、路傍の草刈りに根元ま

で切られ、人為的原因によって個体が減少したことも浮き彫りになった。この

ままだと準危慢・種から絶滅危倶種になる可"曾性が高いため、隠、岐の島町・島根

県では緊急、に保護の措置が必要と思われる。

オニヒヨウタンボクは B 本にも、世界的にも珍稀の種類と思われるが、その

実態がまだあまり知られてないのに、早くも準絶滅危倶.種(~絶滅危似.種)に

陥っている。前にも述べたように、隠、岐諸島は最終氷河期最密期に1児在日本

列島に広く見られる植物のレフュージア 6珪難所)だったと労えられ、オニヒョ

ウタンポクのみならず、隠、岐諸島の植生、植物固有種、絶滅危恨種の保全はΠ

本の植物研究に学術的意義が火きい。現在の隠、岐諸島の地域開発と経済発展を

推進している情勢下に、隠、岐諸島の自然の「宝」一植物多様性(植物の種類,

有用な資源種、固有種,絶滅危慢'種,その生息、地の生態瑞リ尭など)の実態訓査

と基礎資料・備築の必要が緊急に迫られている。
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